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新年度が始まり、新入学・進級された皆さん、おめでとうご
ざいます。この春、美農里館も新たな門出を迎えました。

4 月下旬から美農里館の商品が島内において購入できるよ
うになります！それに伴い、美農里館内でも商品の販売が
行えるよう、準備を進めています。徳之島の形をしたテー
ブルを中心に店舗レイアウトや、新たな商品開発に取り組
んでいます。
『徳之島を知ってほしい』
『島の味を未来へ紡いでいきたい』
『豊かな農産物の素晴らしさを伝えたい』
という思いを込めて製造しています。
今後ともよろしくお願いいたします。

お問合せ先：徳之島町総合食品加工センター
美農里（みのり）館

住所：〒 891―7111　徳之島町徳和瀬 615―1
電話番号：0997―83―4111
Email：chiikiei@tokunoshima-town.org
徳之島町地域営業課公式 facebook ページでも随時、
美農里館の情報を発信しています。
http://www.facebook.com/chiikiei . tokunoshima

教
育
委
員
会
だ
よ
り

美農里館だより４月号

店舗 Open に向けて

試
験
に
挑
む
！

～
学
力
向
上
対
策
試
験(

小
学
校
編)

～

２
月
22
日(

土)
に
小
学
生
対
象
の
学

力
向
上
対
策
試
験
を
実
施
し
ま
し
た
。
全

県
下
で
実
施
さ
れ
る
こ
の
試
験
は
、
小
学

校
区
の
枠
を
越
え
て
、
県
内
小
学
生
の
中

で
そ
れ
ぞ
れ
の
学
力
を
確
か
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
徳
之
島
町
で
は
、
１
年
生
47

名
、
２
年
生
33
名
、
３
年
生
39
名
、
４
年

生
41
名
、
５
年
生
33
名
、
６
年
生
26
名
の

計
２
１
９
名
が
亀
津
小
学
校
で
受
験
し
ま

し
た
。
学
校
の
単
元
テ
ス
ト
等
よ
り
レ
ベ

ル
の
高
い
問
題
で
し
た
が
、
子
ど
も
た
ち

は
最
後
ま
で
集
中
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま

し
た
。
挑
戦
し
た
子
ど
も
た
ち
の
意
欲
、

そ
れ
を
支
え
た
保
護
者
の
方
々
に
敬
意
を

表
し
ま
す
。
結
果
で
一
喜
一
憂
し
が
ち
で

す
が
、
そ
れ
よ
り
も
自
分
の
力
を
知
り
、

こ
こ
か
ら
学
習
の
ス
タ
ー
ト
を
き
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

た
く
ま
し
い
心
身
と
豊
か
な
人
間
性
を

備
え
た
「
学
力
」
は
人
生
を
生
き
抜
く
た

め
の
マ
ス
タ
ー
キ
ー
で
す
。

《平成２５年度徳之島町学力向上対策試験成績優秀者》（学校名）
【２月２２日実施 : 小学生の部】

学年 順位 名前 順位 名前 順位 名前

１

１
位

武田　凱斗 ( 亀津 )

２
位

城ヶ﨑　ゆりえ ( 亀津 )

３
位

吉川　琳望 ( 亀津 )

２ 伊田　美咲 ( 亀津 ) 上沖　優衣 ( 神之嶺 ) 箕輪　千賀子 ( 亀津 )

３ 川上　武透 ( 亀津 ) 山口　秀（亀津） 倉田　芽依 ( 亀津 )

４ 川上　夏穂 ( 亀津 ) 宮原　栄翼 ( 亀津 ) 岩切　香実 ( 亀津 )

５ 矢野　遥菜 ( 亀津 ) 佐多　凛 ( 亀津 ) 福沢　一心 ( 亀徳 )

６ 向井　由貴 ( 亀津 ) 安達　優志朗 ( 亀津 ) 中村　大進 ( 花徳 )

※テーブルを真上から撮影した
写真です。
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まちの話題 ●● ●

町
文
化
会
館
で
２
月
16
日
、「
第
28
回

島
口
島
唄
の
祭
典
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

２
月
18
日
の
大
島
地
区
「
方
言
の
日
」
を

目
前
に
、
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
13
組
が
、

島
口
や
島
唄
、
伝
統
芸
能
で
会
場
を
魅
了

し
ま
し
た
。

祭
典
は
、
秋
武
喜
一
郎
教
育
長
や
高
岡

秀
規
町
長
の
島
口
を
使
っ
た
あ
い
さ
つ
で

開
幕
。
吉
山
秀
宗
さ
ん
の
司
会
進
行
で
会

場
を
笑
い
に
包
み
、
芝
キ
ヨ
さ
ん
の
体
験

談
に
観
客
が
大
い
に
沸
き
ま
し
た
。

花
徳
幼
稚
園
で
２
月
12
日
、
食
育
講
演

会
「
お
や
さ
い
さ
ん
大
好
き
！
い
の
ち
の

つ
な
が
り
を
体
で
つ
か
む
、
生
ご
み
リ
サ

イ
ク
ル
元
気
や
さ
い
作
り
」
が
行
わ
れ
、

園
児
と
花
徳
小
学
校
１
、２
年
生
18
名
や

保
護
者
な
ど
が
野
菜
の
廃
材
を
利
用
し
た

土
づ
く
り
を
体
験
し
、
食
生
活
の
重
要
性

を
学
び
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
手
で
ち
ぎ
っ
た
り
、

木
づ
ち
で
つ
ぶ
し
た
野
菜
を
土
に
混
ぜ
る

作
業
に
真
剣
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

花徳幼稚園で食育講演会
生ごみリサイクルで、元気野菜作り！

「
土
と
野
菜
を
混
ぜ

る
の
が
楽
し
か
っ
た
。

元
気
な
野
菜
が
で
き

る
と
思
い
ま
す
」
と
収

穫
が
待
ち
遠
し
そ
う

で
し
た
。

徳
之
島
町
総
合
食
品
加
工
セ
ン
タ
ー

「
美
農
里
館
」
で
２
月
13
日
、
食
育
講
演

会
「
土
の
元
気
、
野
菜
の
元
気
、
人
の
元

気
～
有
機
農
業
が
人
と
社
会
を
変
え
る

～
」
が
行
わ
れ
、
農
家
や
家
庭
菜
園
を
営

む
住
民
な
ど
約
50
名
が
有
機
農
法
で
の
野

菜
づ
く
り
や
理
想
的
な
食
生
活
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。

講
師
の
吉
田
俊
道
さ
ん
は
、
土
づ
く
り

の
実
習
を
通
し
て
、
微
生
物
の
力
を
利
用

し
た
畑
づ
く
り
を
紹
介
し
ま
し
た
。

美農里館で食育講演会
目指すは微生物が耕す畑

体
に
優
し
い
料
理
を
研
究
中

池
田　

良
次
さ
ん

「
講
演
は
、
実
践
的

な
内
容
で
、
多
く
の
参

加
者
の
皆
様
と
共
に
貴

重
な
体
験
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
」
と
次

回
も
講
演
が
あ
れ
ば
と

期
待
し
て
い
ま
し
た
。

第 28 回島口島唄の祭典
島口は島の宝

チ
ョ
ン
チ
ョ
ン
節
を
披
露
し
た

伊
地
知
正
喜
く
ん

元
田　

花
菜
さ
ん

花
恋
さ
ん

「
三
味
線
や
唄
が
大

好
き
。
ま
た
参
加
し
た

い
」。
次
の
出
番
に
向

け
、
小
さ
な
唄
者
た
ち

は
、
新
し
い
曲
に
挑
戦

し
て
い
る
そ
う
で
す
。

町
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
内
管
理

棟
で
２
月
21
日
、
町
地
域
女
性
団
体
連
絡

協
議
会
メ
ン
バ
ー
な
ど
が
上
武
大
学
野
球

部
へ
昼
食
の
炊
き
出
し
を
行
い
ま
し
た
。

同
部
は
13
日
に
キ
ャ
ン
プ
入
り
し
た
も

の
の
連
日
雨
が
続
き
、
21
日
は
心
待
ち
に

し
た
野
外
で
の
練
習
日
和
と
な
り
ま
し

た
。
充
実
し
た
練
習
を
行
っ
た
後
の
昼
食

で
は
、
地
場
産
の
食
材
で
作
ら
れ
た
豚
汁

や
焼
き
肉
を
前
に
、
部
員
た
ち
の
笑
顔
が

広
が
り
ま
し
た
。

上武大学野球部合宿で女性連が炊き出し

日本一連覇を目指して！
上
武
大
学
野
球
部　

主
将　

佐
藤　

大
樹
さ
ん

「
晴
れ
る
と
暖
か
く

実
践
練
習
が
十
分
に
で

き
ま
し
た
。
来
シ
ー
ズ

ン
も
日
本
一
連
覇
を

狙
っ
て
い
き
ま
す
。」

と
頼
も
し
い
笑
顔
を
見

せ
て
く
れ
ま
し
た
。

一
年
生　
　
　

藤
崎　

陽
斗
く
ん

福
岡　

美
優
さ
ん
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●● ● Town news

町
植
物
工
場
「
神
田
福
祉
農
園
」
の
開

所
式
が
２
月
28
日
、
同
園
敷
地
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
従
業
員
や
関
係
者
が
列
席
し
、

奄
美
初
と
な
る
障
が
い
者
を
雇
用
し
て
運

営
す
る
水
耕
栽
培
施
設
の
開
所
を
祝
い
ま

し
た
。

同
農
園
で
作
ら
れ
た
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
な

ど
の
葉
物
野
菜
は
、
ス
ー
パ
ー
や
病
院
な

ど
の
施
設
に
出
荷
す
る
予
定
で
す
。
将
来

は
、
ト
マ
ト
な
ど
の
実
物
野
菜
の
生
産
を

目
標
に
し
て
い
ま
す
。

水耕栽培で障がい者雇用
町植物工場がオープン

従
業
す
る
絆
フ
ァ
ー
ム
の
方
々

開
所
式
の
当
日
、
初

め
て
の
作
業
を
行
い
ま

し
た
。「
仕
事
は
み
ん

な
で
す
る
の
で
楽
し

か
っ
た
」
と
笑
顔
で
話

し
、
翌
日
か
ら
の
仕
事

に
意
欲
を
見
せ
て
い
ま

し
た
。

「
奄
美
群
島
に
お
け
る
遠
隔
教
育
の
未

来
」（
ア
マ
ミ
ノ
ミ
ラ
イ
主
催
）
が
２
月

25
日
、
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
研
修
室
で

開
か
れ
ま
し
た
。
教
育
や
行
政
の
関
係
者

ら
約
30
人
が
参
加
。
講
演
で
遠
隔
教
育
の

活
用
状
況
を
学
び
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
学
力
向
上
や
地
域
活
性
化
に
向

け
た
活
用
策
を
検
討
し
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
遠
隔
教
育
の
活
用
で
、

離
島
の
ハ
ン
デ
解
消
に
生
か
し
た
い
と
期

待
す
る
意
見
な
ど
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

シンポジウムで意見交換
離島こそ遠隔教育を生かそう講

演
を
お
こ
な
っ
た
勝
眞
一
郎
教
授

（
サ
イ
バ
ー
大
学
）

奄
美
群
島
で
も
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

し
た
学
習
方
法
に
関
心

が
高
い
こ
と
を
挙
げ
「
や

る
気
を
持
続
す
る
た
め

に
は
、
サ
ポ
ー
ト
す
る

仕
組
み
が
必
要
」
と
環

境
整
備
を
求
め
ま
し
た
。

奄
美
群
島
復
帰
60
周
年
記
念
事
業
の
一

環
で
あ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
地
域
づ
く
り

に
求
め
ら
れ
る
力
」（
同
記
念
事
業
実
行

委
員
会
主
催
）
が
２
月
20
日
、
町
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
２
階
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
町
内
外
か
ら
１
０
０
名
を
上
回
る

住
民
が
参
加
。
講
演
で
、
地
域
資
源
を
生

か
し
た
情
報
発
信
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に

つ
い
て
学
び
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
、
世
代
や
組
織
を
越
え
た
連
携
の
重

要
性
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

復帰 60 周年記念シンポジウム
住民の力を集め地域興しを

記
念
講
演
を
行
っ
た
川
村
晃
司
さ
ん

記
念
講
演
と
し
て
、

テ
レ
ビ
な
ど
で
コ
メ
ン

テ
ー
タ
ー
を
務
め
て
い

る
川
村
晃
司
さ
ん
が
登

壇
。「
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

が
持
つ
豊
か
さ
を
発
信

し
、
地
域
再
興
を
目
指

し
て
ほ
し
い
」
と
呼
び

か
け
ま
し
た
。

町
文
化
会
館
で
３
月
７
日
、
劇
団
四
季

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
桃
次
郎
の
冒
険
」
が
上

演
さ
れ
、
島
内
小
学
校
の
４
～
６
年
生　

の
児
童
が
芸
術
鑑
賞
を
楽
し
み
ま
し
た
。

今
回
の
演
目
は
、「
姿
か
た
ち
は
ち
が
っ

て
も
、
み
ん
な
同
じ
仲
間
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
、
鬼
退
治
に
行
っ
た
桃
太
郎
の
弟
が
、

鬼
と
心
を
通
わ
せ
仲
間
に
な
っ
て
い
く

話
。
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
歌
や
本
格
的
な
舞

台
装
飾
を
目
の
前
に
、
子
ど
も
た
ち
は
真

剣
に
演
技
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

町内小学校、ミュージカル鑑賞
子ども達に舞台鑑賞を

亀
津
小
学
校
６
年
生　
上
野
凪
沙
さ
ん　

幸
山
千
尋
さ
ん

松
田
愛
理
さ
ん　

東
音
羽
さ
ん

「“

す
も
も
も　

も
も

も　

も
も
の
う
ち
～”

と
い
う
み
ん
な
が
仲
間

と
い
う
歌
が
と
て
も
よ

か
っ
た
」
と
嬉
し
そ
う

に
沢
山
の
感
想
を
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。
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4/15
～

5/14
ま
で
の

行
事
予
定

■
４
月
24
日
（
予
定
）　

13
時
～

し
じ
ゅ
う
ニ
コ
ニ
コ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

（
文
化
会
館
）

■
４
月
25
日　

14
時
～

富
山
丸
慰
霊
祭

（
な
ご
み
の
岬
公
園
）

■
５
月
５
日　黒

糖
ま
つ
り

（
畦
プ
リ
ン
ス
ビ
ー
チ
）

11
時
～
海
開
き
セ
レ
モ
ニ
ー
（
予
定
）

14
時
～
黒
糖
造
り
体
験
（
予
定
）

■
５
月
８
日　

中
体
連
陸
上
記
録
会

（
総
合
運
動
公
園　

陸
上
競
技
場
）

■
５
月
10
日　

９
時
30
分
～

学
士
村
開
講
式

（
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）

■
５
月
11
日　

９
時
30
分
～

町
地
女
連
運
動
会

（
町
体
育
セ
ン
タ
ー
）

■
５
月
12
～
17
日

子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
検
診

※
日
程
等
は
変
更
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
各
関

係
機
関
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

イベント

国保

手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？

国
民
健
康
保
険
「
被
保
険
者
証
」
の
切
り
変
え

平
成
26
年
度
の
「
被
保
険
者
証
」

の
切
り
替
え
を
、
保
険
税
を
完
納

さ
れ
た
方
を
対
象
に
、
三
月
中
旬

か
ら
「
簡
易
書
留
」
で
の
郵
送
交

付
を
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

保
険
税
を
完
納
さ
れ
た
方
で
、

ま
だ「
被
保
険
者
証
」を
受
け
取
っ

て
い
な
い
方
は
、
お
手
数
で
は
ご

ざ
い
ま
す
が
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、「
簡
易
書
留
」
で
の
郵

送
交
付
は
、
３
月
末
ま
で
納
付
の

方
を
対
象
に
行
い
ま
す
。
４
月
以

降
に
納
付
さ
れ
た
方
に
つ
き
ま
し

て
は
、
町
役
場
健
康
増
進
課
又
は

花
徳
支
所
窓
口
で
の
切
り
替
え
と

な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

町
外
に
滞
在
等
で
、
受
け
取
り

が
困
難
な
方
は
、
国
民
健
康
保
険

係
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

保
険
税
の
納
付
が
困
難
な
場

合
、
分
納
相
談
等
に
よ
り
短
期
被

保
険
者
証
の
交
付
も
行
っ
て
い
ま

す
の
で
、
町
役
場
収
納
対
策
課
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

町
健
康
増
進
課　

国
民
健
康
保
険
係　

☎
82
―
１
１
１
１
（
内
線
１
３
４
・
１
３
５
）

町
収
納
対
策
課　

☎
82
―
１
１
１
１
（
内
線
１
７
２
・
１
７
３
）

問

身
体
に
障
が
い
が
あ
る
方
が
所

有
す
る
（
18
歳
未
満
の
場
合
、
知

的
障
が
い
者
又
は
精
神
障
が
い
者

に
あ
っ
て
は
生
計
を
一
に
す
る
方

が
所
有
す
る
）
軽
自
動
車
等
で
、

も
っ
ぱ
ら
当
該
身
体
障
が
い
者
等

の
た
め
に
使
用
す
る
場
合
は
、
地

方
税
法
及
び
町
税
条
例
の
規
定
に

よ
り
軽
自
動
車
税
減
免
の
適
用
が

受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
納
期
限
の
７
日
前
（
平
成
26

年
５
月
26
日
）
ま
で
に
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。（
た
だ
し
１
台
に
限
る
）

※
普
通
自
動
車
税
を
減
免
申
請
し

て
い
る
方
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

税金

※
期
限
を
す
ぎ
て
の
申
請
は
で
き

ま
せ
ん
。

■
申
請
に
必
要
な
も
の

・
減
免
申
請
書
（
税
務
課
に
あ

り
ま
す
）

・
納
税
通
知
書
（
納
付
書
）

・
運
転
免
許
証

・
身
体
障
が
い
者
手
帳

・
車
検
証

・
印
鑑

※
納
付
書
は
５
月
上
旬
に
発
送
予

定
で
す
。

５
月
26
日
ま
で
に
手
続
き
が
必
要
で
す

軽
自
動
車
税
の
減
免
申
請
に
つ
い
て

町
税
務
課

☎
82
―
１
１
１
１

（
内
線
１
４
１
）

町
花
徳
支
所　

☎
84
―
０
０
４
８

問

農業

安
全
確
認
を
徹
底
し
よ
う
！

春
の
農
作
業
事
故
ゼ
ロ
運
動

農
作
業
事
故
は
、
農
繁
期
の
４
月
か
ら
６
月
に
か
け
て
増
加
し
、
昨

年
も
こ
の
時
期
に
、
県
内
で
６
件
の
死
亡
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。

く
れ
ぐ
れ
も
「
自
分
だ
け
は
大
丈
夫
」、「
い
つ
も
と
同
じ
作
業
だ
か

ら
大
丈
夫
」
と
思
わ
ず
に
、
ゆ
と
り
を
も
っ
て
、
無
理
の
な
い
農
作
業

に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

県
農
政
部
経
営
技
術
科
技
術
環
境
係　

☎
０
９
９
―
２
８
６
―
３
１
４
６

町
農
林
水
産
課　

☎
82
―
１
１
１
１
（
内
線
２
４
２
・
２
４
３
）

問
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■
検
針
協
力
の
お
願
い

＊
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
物
を
置
い
た
り
、
車
を
停

め
た
り
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

＊
犬
は
放
し
飼
い
に
せ
ず
、
出
入
口
や
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク

ス
か
ら
離
し
て
つ
な
い
で
お
い
て
く
だ
さ
い
。

水
道
の
手
続
き
は
、
住
民
生
活
課
の
住
民
異
動
の
手
続

き
と
は
別
に
な
っ
て
い
ま
す
。
次
の
よ
う
な
と
き
は
、
前

も
っ
て
水
道
課
へ
ご
連
絡
の
上
、「
水
道
使
用
異
動
届
」
を

提
出
し
手
続
き
日
時
の
予
約
を
し
て
下
さ
い
。

（
予
約
を
優
先
し
て
い
る
た
め
、
前
も
っ
て
連
絡
が
な
い
場

合
手
続
き
が
遅
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

■
転
入
・
転
居
な
ど
で
水
道
の
ご
使
用
を
開
始
す
る
と
き

＊
水
道
課
か
ら
メ
ー
タ
ー
確
認
及
び
水
道
の
止
水
栓
を
開

け
る
為
、
お
客
様
の
お
宅
へ
お
伺
い
し
ま
す
。

＊(

注
意
！)

水
が
出
る
場
合
で
も
連
絡
は
必
要
で
す
。

■
転
出
・
転
居
な
ど
で
水
道
の
ご
使
用
を
中
止
す
る
と

き
又
は
長
期
に
わ
た
り
水
道
を
使
用
し
な
い
と
き

＊
水
道
課
か
ら
メ
ー
タ
ー
の
確
認
及
び
精
算
の
為
、
お
客

様
の
お
宅
へ
お
伺
い
し
水
道
の
止
水
栓
を
閉
め
ま
す
。

＊(

注
意
！)

ご
連
絡
が
な
い
と
、
お
客
様
に
迷
惑
が
か

か
る
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
す
。

＊
閉
栓
の
手
続
き
を
さ
れ
る
ま
で
は
、
料
金
を
負
担
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
水
道
の
使
用
者
や
所
有
者
の
名
義
が
か
わ
る
と
き

＊
水
道
課
へ
「
水
道
使
用
異
動
届
」
を
提
出
し
て
下
さ
い
。

（
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
）

水
の
使
用
量
は
メ
ー
タ
ー
に
記
録
さ
れ
ま
す
。
徳
之
島

町
で
は
、
隔
月(

奇
数
月)

に
水
道
を
ご
利
用
の
皆
様
の

各
家
庭
や
事
業
所
に
お
伺
い
し
、
水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針

を
行
っ
て
い
ま
す
。

水道

手
続
き
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

住
民
異
動
に
と
も
な
う
水
道
の
手
続
き

徳之島町水道指定工事店一覧表
業者名 電話番号 住所

徳之島町 徳ー第１号 ( 有 ) 前田水道工事店 ８２－０３０８ 徳之島町亀津 7553
徳ー第２号 ( 株 ) 中央開発 ８３－２５４４ 徳之島町亀津 7257
徳ー第３号 明成工業 ８３－２７２８ 徳之島町亀津 3162-1
徳ー第４号 久志設備 ８２－２１２４ 徳之島町亀津 7761
徳ー第５号 作山設備 ８３－００８４ 徳之島町亀津 1082-3
徳ー第６号 東設備工舎 ８３－３１９４ 徳之島町亀津 3103-2
徳ー第７号 ( 有 ) 佐多電機工業 ８２－１３３０ 徳之島町亀津 522-9
徳ー第８号 安田設備工事 ８３－０４７９ 徳之島町亀徳 1639
徳ー第９号 九徳設備 ８３－１５６３ 徳之島町亀徳 1828

徳ー第 10 号 ( 有 ) 吉田建設 ８２－１９５６ 徳之島町亀津 7205-4
徳ー第 11 号 渕上建設工業株式会社 ８３－２５２５ 徳之島町亀津 5150
徳ー第 12 号 扇建設 ８２－１７１１ 徳之島町亀津 2730-4
徳ー第 13 号 ( 株 ) クワエ ８３－１６７２ 徳之島町井之川 2113-1

天城町 天ー第１号 ( 株 ) 須川木工 ８５－２１０８ 天城町天城 456-13
天ー第２号 ( 株 ) 森工設 ８５－４５７９ 天城町浅間 680
天ー第３号 天城住宅設備 ８５－２５４３ 天城町兼久 1487-4
天ー第４号 ( 株 ) 徳山建設 ８５－２６６１ 天城町岡前 321-5

伊仙町 伊ー第１号 ( 有 ) 樺山工業 ８６－３３２８ 伊仙町伊仙 2968

検
針
に
つ
い
て

こ
ん
な
と
き
は
手
続
き
を

町
水
道
課

☎
82
―
１
１
１
１
（
内
線
１
５
１
・
１
５
２
）

問
漏水はおもわぬ出費を招きます。次の

方法でときどき点検を行ってください。
蛇口などを全て閉めて、メーターのパ

イロットマークをしばらく見ます。回転
していれば漏水と思われます。蛇口や水
洗便所などからの漏水は、水資源の無駄
になるばかりでなく、水道料金の負担も
大きくなります。わずかな漏水でも、早めに修理しましょう。下記の徳之
島町水道指定工事店に修理を依頼してください。
■漏水の応急手当

修理が終わるまで、とりあえず止水栓を右に回して水を止めてください。
止水栓はメーターボックスの中か道路と宅地の境にあります。
■道路での漏水を見つけたときは

事故や二次災害を防止する為に、道路漏水を発見したときはすぐに連絡
してくださいますよう、ご協力をお願いいたします。

漏水にご注意ください
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高
校
、
大
学
等
へ
の
入
学
時
・

在
学
中
に
か
か
る
費
用
を
対
象
と

し
た
公
的
な
融
資
制
度
で
す
。

●
融
資
額　

お
子
さ
ま
１
人
あ
た

り
３
０
０
万
円
以
内

●
利
率　

年
２
・
３
５
％
（
固
定

金
利
、
平
成
26
年
１
月
21
日
現

在
）（

母
子
家
庭
ま
た
は
世
帯

年
収
（
所
得
）
２
０
０
万
円

（
１
２
２
万
円
）
以
内
の
方
は

年
１
・
９
５
％
（
固
定
金
利
、

平
成
26
年
１
月
21
日
現
在
））

●
返
済
期
間　

15
年
以
内

●
使
い
み
ち　

入
学
金
、授
業
料
、

教
科
書
代
、
ア
パ
ー
ト
・
マ
ン

シ
ョ
ン
の
敷
金
・
家
賃
な
ど

●
返
済
方
法　

毎
月
元
利
均
等
返

済
（
ボ
ー
ナ
ス
時
増
額
返
済
も
可

能
）

●
保
証　
（
公
財
）
教
育
資
金
融

資
保
証
基
金
（
連
帯
保
証
人
に

よ
る
保
証
も
可
能
）

日
本
政
策
金
融
公
庫
鹿
児
島
支
店

☎
０
９
９
―
２
２
４
―
１
２
４
２

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
０
―
０
０
８
６
５
６

国
の
教
育
ロ
ー
ン

（
日
本
政
策
金
融
公
庫
）

建設

４
月
よ
り
電
子
入
札
の
試
行
運
用
を
開
始
予
定
！

建
設
工
事
に
お
け
る
電
子
入
札
に
つ
い
て

徳
之
島
町
で
は
平
成
26
年
度
中

に
、
町
内
建
設
業
者
（
建
設
工
事
・

測
量
設
計
委
託
の
み
）
を
対
象
に

電
子
入
札
の
試
行
運
用
を
開
始
予

定
し
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
電
子
入
札
に
対
応
さ
れ

て
い
な
い
業
者
に
お
い
て
は
、
従

来
ど
お
り
の
入
札
（
紙
入
札
）
で

行
い
ま
す
。

ま
だ
電
子
入
札
に
対
応
さ
れ
て

な
い
業
者
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

早
々
の
対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
注
意
事
項

紙
入
札
で
参
加
す
る
業
者
に
つ

い
て
は
、「
紙
入
札
参
加
申
請
書
」

（
第
４
号
様
式
）
の
提
出
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

【
電
子
入
札
用
電
子
証
明
書

（
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
）
の
届
出
及

び
利
用
者
登
録
に
つ
い
て
】

徳
之
島
町
の
電
子
入
札
に
参
加

す
る
た
め
に
は
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
の

届
出
を
行
い
、
利
用
者
登
録
番
号

の
交
付
を
受
け
、
電
子
入
札
シ
ス

テ
ム
で
利
用
者
登
録
を
行
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
の

届
出
及
び
利
用
者
登
録
は
徳
之

島
町
の
実
施
す
る
電
子
入
札
に

参
加
す
る
た
め
に
必
ず
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
届
出
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

■
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
届
に
必
要
な
書
類

①
電
子
入
札
用
電
子
証
明
書

（
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
）
届
出
書
（
第

１
号
様
式
）

②
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
登
録
内
容
を

確
認
で
き
る
書
類
の
写
し

■
受
付
期
間

平
成
26
年
４
月
か
ら
（
随
時
）

（
受
付
場
所
）

町
建
設
課

〒
８
９
１
―
７
１
９
２

鹿
児
島
県
大
島
郡
徳
之
島
町

亀
津
７
２
０
３
番
地

☎
82
―
１
１
１
１
（
内
線
２
６
２
）

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
82
―
１
１
０
１

問

問

不
法
投
棄
は
重
大
な
犯
罪
で
す
。
投
棄
し
た
者
は
、
５
年
以
下
の
懲

役
ま
た
は
１
０
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
と
な
り
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
が
「
不
法
投
棄
を
し
な
い
、
さ

せ
な
い
、
見
つ
け
た
ら
す
ぐ
電
話
」
を
心
が
け
、

徳
之
島
か
ら
不
法
投
棄
を
根
絶
し
ま
し
ょ
う
。

不
法
投
棄
を
見
か
け
た
場
合
の
連
絡
先

徳
之
島
警
察
署　

☎
83
―
０
１
１
０

徳
之
島
保
健
所　

☎
82
―
０
１
４
９

町
住
民
生
活
課　

☎
82
―
１
１
１
１
（
内
線
１
２
１
）

環境

徳
之
島
か
ら
不
法
投
棄
を
根
絶
！

不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す
！

特
別
障
害
者
手
当
・

障
害
児
福
祉
手
当
に
つ
い
て

精
神
又
は
身
体
に
重
度
の
障
が
い
を
有
す
る
た
め
に
、
日
常
生
活
に

お
い
て
常
時
特
別
な
介
護
を
必
要
と
す
る
状
態
に
あ
る
在
宅
の
方
の
生

活
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

た
だ
し
、
福
祉
施
設
に
入
所
し
て
い
る
方
や
長
期
間
入
院
し
て
い
る

方
は
、
支
給
の
対
象
外
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
受
給
資
格
者
や
扶
養
義
務
者
の
前
年
の
所
得
額
に
よ
っ
て
は
、

支
給
制
限
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
特
別
障
害
者
手
当
（
20
歳
以
上
の
方
）

月
額
２
６
，
０
０
０
円
（
平
成
26
年
４
月
改
定
）

■
障
害
児
福
祉
手
当
（
20
歳
未
満
の
方
）

月
額
１
４
，
１
４
０
円
（
平
成
26
年
４
月
改
定
）

福祉鹿
児
島
県
徳
之
島
事
務
所
福
祉
課　

☎
82
―
０
２
３
３

町
介
護
福
祉
課　

☎
82
―
１
１
１
１
（
内
線
１
３
１
）

問
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☎
53
―
５
４
８
７

右
記
ま
た
は
九
州
安
全
衛
生

技
術
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
４
２
―
43
―
３
３
８
１

●
平
成
27
年
歌
会
始
の
お
題

「
本
」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

※
お
題
は
「
本
」（
ほ
ん
）
で
す

が
、「
ぼ
ん
」、「
ぽ
ん
」、「
も

と
」
等
の
よ
う
に
読
ん
で
も
よ

く
、「
本
」
の
文
字
が
読
み
込

ま
れ
て
い
れ
ば
差
し
支
え
あ
り

ま
せ
ん
。

さ
ら
に
、
本
を
表
す
内
容
で

あ
れ
ば
、「
本
」
の
文
字
が
な

い
場
合
で
も
差
し
支
え
あ
り
ま

せ
ん
。

●
詠
進
の
期
間

９
月
30
日
ま
で
と
し
、
郵
送
の

場
合
は
、
消
印
の
場
合
は
、
消
印

が
９
月
30
日
ま
で
の
も
の
を
有
効

と
し
ま
す
。

●
詠
進
歌
の
詠
進
要
領

詠
進
歌
は
お
題
を
読
み
込
ん
だ

自
作
の
短
歌
で
一
人
一
首
と
し
、

未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

※
書
式
や
詠
進
方
法
は
左
記
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

宮
内
庁
式
部
職

〒
１
０
０
―
８
１
１
１　

宮
内
庁

宮
内
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w.kunaicho.go.jp/

本
年
度
は
、
奄
美
高
等
学
校
に

お
い
て
、
次
の
日
程
に
よ
り
実
施

さ
れ
ま
す
。

●
試
験
日

平
成
26
年
６
月
１
日
（
日
）

●
試
験
の
種
類

第
一
種
衛
生
管
理
者
・
第
二
種

衛
生
管
理
者
・
潜
水
士
・
移
動

式
ク
レ
ー
ン
運
転
士
・
発
破
技

士
・
二
級
ボ
イ
ラ
ー
技
士

（
公
社
）
鹿
児
島
県
労
働
基

準
協
会　

奄
美
支
部

労
働
安
全
衛
生
法
に
基
づ
く

免
許
試
験
の
ご
案
内

問

申

平
成
27
年
度
歌
会
始
の
お
題

及
び
詠
進
歌
の
詠
進
要
領

問

開
発
基
金
の
融
資
制
度

に
つ
い
て

奄
美
群
島
の
産
業
振
興
の
た
め

に
必
要
な
資
金
を
様
々
な
業
種
の

方
へ
融
資
し
て
お
り
ま
す
。

●
融
資
利
率

年
０
・
８
５
％
～
年
３
・
０
％

(

Ｈ
26
年
１
月
31
日
現
在)

●
融
資
期
間

最
高
15
年
（
一
部
据
置
あ
り
）

上
記
以
外
に
も
融
資
の
種
類
が

あ
り
ま
す
。

ま
ず
は
お
気
軽
に
お
電
話
く
だ

さ
い
。

（
独
）
奄
美
群
島
振
興
開
発
基
金

☎
０
９
９
７
―
52
―
４
５
１
１

農地購入 果樹植栽 家畜購入

中古船取得 農 林 水 産 物 の 流 通 加 工

観光関連産業 地域活性化 地域資源振興

問〒８９４―００２６
奄美市名瀬港町１番５号

鯉
の
ぼ
り
の
季
節
に
な
り
ま
し
た

が
、
感
電
事
故
防
止
の
た
め
、
電
線

付
近
で
の
鯉
の
ぼ
り
の
掲
揚
や
魚
つ

り
は
絶
対
に
行
わ
な
い
よ
う
、
お
願

い
し
ま
す
。

な
お
、
万
一
鯉
の
ぼ
り
や
、
釣
り

糸
が
電
線
に
か
か
っ
た
場
合
は
、
自

分
で
取
ろ
う
と
せ
ず
、
お
近
く
の
九

州
電
力
ま
で
ご
連
絡
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
、
お
願
い
し
ま
す
。

九
州
電
力
㈱　

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
１
２
０
―
９
８
６
―
８
０
８

感
電
事
故
防
止
の
お
願
い

（
九
州
電
力
）

●
参
加
費　

25
～
65
万
円

●
対
象　

小
学
校
３
年
生
～

高
校
３
年
生
の
方
ま
で

●
派
遣
先　

米
国
・
英
国
・
豪
州
・

カ
ナ
ダ
・
サ
イ
パ
ン
・
セ
ブ
・

フ
ィ
ジ
ー

●
内
容　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
・
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
・
文
化
交
流
・
学
校

体
験
・
英
語
研
修
・
地
域
見
学
・

野
外
活
動
な
ど

●
日
程　

７
月
25
日
（
金
）
～

８
月
17
日
（
日
）
８
～
18
日
間

＊
事
業
に
よ
り
異
な
る

公
益
財
団
法
人　

国
際
青
少

年
研
修
協
会

〒
１
４
１
―
０
０
３
１

東
京
都
品
川
区
西
五
反
田
７
―

15
―
４

☎
03
―
６
４
１
７
―
９
７
２
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
03
―
６
４
１
７
―
９
７
２
４

E-M
AIL

：info@
kskk.or.jp

URL

：http://w
w

w
.kskk.or.jp

問

小
学
生
～
高
校
生
の
た
め
の

夏
休
み
海
外
派
遣
参
加
者
募
集

問
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平成 26 年度施政方針

教育委員会だより /美農里館だより

町の話題

町からのお知らせ

information
健康トピックス

わきゃ学校自慢（東天城中
学校）／題字紹介／目次

戸籍の窓／防災情報

今月の題字今月の題字

久林　夏花さん
この四月から、高校を卒業し埼玉
の学校へ進学します。進学しても、
師範の資格を目標に、日々の楽しみ
である書道を続けていきます。
今、書道を習っている後輩たちに
は、「楽しんで、出来るだけ長く続け
てほしいです。」と話しました。

02
11
12
14
17
18

19
20

index

表紙写真

島内唯一の公立高校、徳之島高校
で 3 月 3 日卒業式が行われました。
116 名の生徒が、別れを惜しみなが
ら、新生活への希望を胸に母校から
巣立ちの時を迎えました。

テンバイ（テンノウウメ）
海辺の隆起サンゴ礁原に
生える小低木。3 ～ 4 月
に開花します。

表紙のイラスト
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■
住
所
／
〒
891-7192

鹿
児
島
県
大
島
郡
徳
之
島
町
亀
津
7203

■
Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
0997）

82-1111（
代
）　
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
0997）

82-1101
■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
／
http://w

w
w
.tokunoshim

a-tow
n.org/

広
報
と
く
の
し
ま
　
2014．

4
月
号
　
№
479

編
集
・
発
行
　
徳
之
島
町
役
場
企
画
課


